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サイクル 年 月 日 内   容   等 

計画 

Plan 

 

 

 

 

30.2.15 議会活性化特別委員会を開催し、次のとおり計画を決定 

誰が：議会活性化特別委員会が 

いつ：平成30年中に 

どこで：― 

何を：議員の不祥事に対する対応を 

なぜ（何のために）：平成30年末に起こった議員の不祥事に対し、二度と

このようなことが起こらないよう 

どうする：検証し、改善する 

手順・ 

経過 

Process 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.11.9 

 

30.1.11 

 

 

30.2.15 

 

 

30.2.27 

 

 

30.5.17 

 

 

 

 

30.5.22 

 

30.6.12 

委員会を開催し、今後の検討項目を全議員から募集し、検討項目を整理し

ていくことを決定。 

委員会を開催し、全議員から募集した検討項目を整理し、「議員章・議員手

帳の譲渡禁止の明文化」や議長指示の「不祥事等に対する議長への報告義

務化」を検討項目とすることを確認。 

委員会を開催し、前回の会議結果の確認を行い、「不祥事等に対する議長へ

の報告義務化」「議員章・議員手帳の譲渡禁止の明文化」については、「不

祥事への対応改善」として検討していくことを決定。 

委員会の打ち合わせ会を開催し、１月15日の金沢大学法科大学院の講義結

果（昨年末の不祥事）の内容を確認し、法的問題点等に対する認識の共有

化を図る。 

委員会を開催し、加賀市議会議員章はい用規程の見直しについて、協議し

た。見直しの内容は「議員章を他人に譲渡し、又は貸与してはならない。」

との規定を追加するものとし、正副委員長案のとおりとした。 

また、市議会手帳の取扱いの現状を把握するため、利用実態調査を行うこ

とを協議した。 

加賀市議会議員章はい用規程の一部改正及び市議会手帳の利用実態調査を

行うことについて、議会運営委員会（議長）に報告し、承認された。 

市議会手帳に関する利用実態等調査を実施した。 

不祥事への対応改善 

(前年度(H29)からの継続) 



手順・ 

経過 

Process 

(続き) 

 

 

30.7.12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.7.20 

 

委員会を開催し、市議会手帳に関する利用実態等調査結果を踏まえ、スケ

ジュール管理はタブレットで行えることや、議員活動において手帳の提示

を求められることが、最近ではほぼないこと等を踏まえ、今後の市議会手

帳の取扱いについて、次のとおりとすることを決定した。 

 ・希望する人のみに配付 

 ・証明書欄は、本人が希望する場合のみ写真の貼付及び議長印の押印を

行う。 

 また、「不祥事等に対する議長への報告義務化」については、金沢大学法

科大学院や市弁護士の助言を踏まえ、条例上、刑事・民事の区別をするこ

とや、いつ報告するか等、具体的な明記は困難であるとの結論となった。 

こうしたことから、議会運営に支障が生じる恐れがあると認識した場合

に、本人の自覚の下、議長に詳細を報告することとし、議会内申し合わせ

事項に規定を追加することを決定した。 

７月12日の委員会で決定した内容を議会運営委員会（議長）に報告し、承

認された。 

実行 

Do 

30.5.29 

 

30.7.20 

 

 

30.7.26 

「議員章を他人に譲渡し、又は貸与してはならない。」との規定を追加する 

加賀市議会議員章はい用規程の一部を改正する訓令を公表し、施行した。 

平成30年度分の市議会手帳から、今後の市議会手帳の取扱いについて、 

希望する人のみに配付し、証明書欄は、本人が希望する場合のみ写真の貼 

付及び議長印の押印を行う運用とした。 

議会内申し合わせ事項に、本人が議会運営に支障が生じる恐れがあると認 

識した場合に、議長に詳細を報告することを追加した。 

検証 

Check 

－ － 

改善 

Action 

－ － 

 


